
研究概要、研究成果等

本研究では分子性の有機金属錯体触媒を用い、変性リグニンの分解による低分子基礎芳香族化合物
生産、単純炭化水素の炭素-水素結合切断を鍵とする有用基礎化成品生産、二酸化炭素変換による
カルボン酸誘導体生産の三つの課題に取り組んだ。検討の結果、リグニン分解においては、イリジ
ウム触媒を用い、ポリエチレングリコール溶媒中水素雰囲気下で加熱処理することで効率的にモノ
リグノール誘導体が得られた。リグニンに含まれる水酸基の可逆的な修飾による不溶化の抑制が反
応効率向上の鍵であった。単純炭化水素の官能基化反応に関しては、種々シクロペンタジエノンイ
リジウム錯体による脱水素反応の検討をおこなった。その結果、単純炭化水素化合物の触媒的脱水
素反応、シクロアルカノン類のカルボニル基から離れた部位での遠隔位不飽和化反応の開発に成功
した。さらに5族金属のバナジウムやタンタルを中心にもつシクロペンタジエノン錯体の開発をお
こない、アルコールの移動脱水素化に適用した。二酸化炭素固定化に対しては、電子豊富元素種の
構築を志向し、分子内にカルボン(0価炭素配位子)部位を複数持つ配位子の開発と、錯体形成への
応用をおこなった。極めて電子豊富な銅中心の構築と、歪んだジカチオン性ホウ素の安定化に成功
し、強い電子供与配位子の効果を示すことが出来た。これらの錯体触媒による分子変換技術は、豊
富に存在する炭素資源の精密変換に資するものであり、炭素資源循環型社会の構築への貢献が期待
される。

環境政策等への貢献
木質バイオマスからの触媒的基礎化成品生産技術として炭素循環に貢献する。
天然ガスや二酸化炭素といった安価で豊富に存在する炭素資源の有効利用に貢献する。
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